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国立公文書館におけるデジタルアーカイブの取組み 

第2回知のデジタルアーカイブ研究会（平成23年2月22日） 

国立公文書館 八日市谷哲生 

資料知２－３ 
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○ 国立公文書館とは？ 

 

   国の重要な歴史公文書等の適切な保存及び利用を図るため、国の機関から 

  内閣総理大臣が移管を受けた歴史資料として重要な公文書等を保存し、一般の 

  利用に供するための機関 
 

○ 沿革 

 

昭和46年（1971）7月1日 総理府の附属機関として開館 

平成10年（1998）7月1日 つくば分館開館 

平成13年（2001）4月1日 独立行政法人化（内閣府所管） 
平成13年（2001）11月30日 アジア歴史資料センター開設 

                       （アジア歴史資料デジタルアーカイブ運用開始） 
平成17年（2005）4月1日 国立公文書館デジタルアーカイブ運用開始 

 

○ 所蔵資料等（平成22年12月） 
 

約120万冊 

   公文書関係      約72万冊     

   古書・古文書関係  約48万冊 

重要文化財 28件 

はじめに 
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I．国立公文書館デジタルアーカイブについて 

１．公文書等のデジタルアーカイブ 

 

２．国立公文書館におけるデジタルアーカイブ化の推進 

 

３．国立公文書館デジタルアーカイブの概要 
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   ① 国立公文書館デジタルアーカイブ 
 

    2005年サービス開始 

    国立公文書館が所蔵する資料を、 

     順次、デジタル化し配信 

    資料のデジタル画像  約868万画像 

    2010年3月リニューアル 

    2010年4月本格稼働 

 
                  （2011年2月現在） 

www.digital.archives.go.jp 

１．公文書等のデジタルアーカイブ 



All Rights Reserved Copyright © NATIONAL ARCHIVES OF JAPAN 2005 

5 

 

 

  ② アジア歴史資料センター 
 

   2001年サービス開始 

   国立公文書館、防衛研究所図書館、 

   外交史料館が所蔵するアジア歴史資料 

    をデジタル化し配信 

   資料のデジタル画像 約2200万画像 

 

 
               （2011年2月現在） 

www.jacar.go.jp 
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２． 国立公文書館におけるデジタルアーカイブ化の推進 

（１）推進の背景 

 

 国民への情報提供サービスの充実とデジタルアーカイブ化の推進 

 

・政府が推進する「e-Japan戦略」等 

・内閣府「公文書等の適切な管理、保存及び利用に関する懇談会」報告 

・公文書管理の在り方等に関する有識者会議報告書 

・公文書等の管理に関する法律 
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①国の政策や諸提言に対応 

 

・我が国における良質なコンテンツの流通、発信 

・国内外を問わず、いつでも館の所蔵資料を利用できる環境の整備・充実 

・地方公文書館などの関係機関のデジタルアーカイブ化、連携 

 

②電子的な公文書の「保存」と「利用」に向けた対応 

 

・公文書館の新たな要請である電子的な歴史公文書等の「保存」と「利用」へ
の早急な対応 

 

③デジタルアーカイブの将来像を指向 ― 情報知識の提供、経験の「場」へ― 

 

・我が国の営みに係る人や組織、社会などの記憶、情報知識を蓄積、提供 

 人々に経験、交換される公共の「場」としての存在を指向 

（２）デジタルアーカイブ化推進に関する基本的な考え方 

※「国立公文書館デジタルアーカイブ推進要綱」より。 
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・「いつでも、どこでも、だれでも、自由に、無料で」 
・「利用と保存」という観点 

・「ユビキタス」社会への対応 

（１）コンセプト 

（２）特徴 

・EAD2002に準拠。XML形式の目録データベース。文字情報のUnicode化。 

・デジタル画像国際標準であるJPEG2000 (ISO 15444)を採用。 
・多様なデータベースと連携ためDublin Core, Z39.50等を実装。 

３．国立公文書館デジタルアーカイブの概要 

・階層検索、簡易検索、詳細検索など多様な検索手段 
・「辞書」システム 
・複数の画像データ配信パターン 
・一部の貴重資料は、カラー画像データ化 
・使いやすいユーザーインターフェース 

（３）多彩な機能 
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 国立公文書館デジタルアーカイブ（概要） 

画像形式： JPEG2000  

記録史料記述： EAD2002 

データベース形式：XMLデータベース 

文字対応： Unicode対応 

横断検索： Z39.50、Dublin Core等 

国立公文書館デジタルアーカイブ基盤テクノロジー 

■公文書を探す、見る 

■重要文化財等を見る 

Digital Archive 

歴史公文書等を検索 

  キーワード検索、階層検索 

デジタル画像の閲覧 

重要文化財や大判絵図等の資料を 

高精細なカラー画像で閲覧 
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（４）目録データについて 

・簿冊単位を基本 

・簿冊情報の下位に、件名／細目データを整備 

・移管元毎の文書（簿冊）を内容別等で「資料群」としてまとめ、階層化 

 

・Encoded Archival Description 2002への対応とUnicode化 

・既存のISAD（G）形式のデータをEADへmapping 

・XML形式のdatabase 

デジタルアーカイブ目録データの概要 

公文書 
件 名 

Item 

内閣文庫 
細 目 

Item 

簿 冊 

file 

資料群１ 

series 

移管省庁 

fonds 

資料群２ 

series 

資料群３ 

series 

資料群４ 

series 

和書 

漢書 

洋書 

fonds 

簿 冊 

file 

公文書 
件 名 

Item 

内閣文庫 
細 目 

Item 

簿 冊 

file 

資料群１ 

series 

移管省庁 

fonds 

資料群２ 

series 

資料群３ 

series 

資料群４ 

series 

和書 

漢書 

洋書 

fonds 

簿 冊 

file 

資料群データ 目録データ 
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○画像フォーマット（JPEG2000）選定の理由 

 ・国際標準であるため、長期にわたり活用が可能。 

 ・単一フォーマットで、作成、保存、利用、全ての要求を満たすこと。 

 ・ナローバンド、ブローバンド両方に対応できるシステムを構築できること。 

 ・多彩な機能が定義されており、高い拡張性、将来性があること。 

 

○デジタルアーカイブでは、以下を利用。 

 ・保管用JPEG2000 (ISO 15444-1) Lossless 

 ・配信用JPEG2000 (ISO 15444-1) Lossy 

 ・PDF形式 (ISO 15444-6) 

○ 資料の特徴 

 ・多様な資料形状、サイズ 

    文書資料（行政文書、古文書）、図面、絵巻物（長さ約24m）、 

    国絵図（約７m四方）等 

 ・様々な資料の性質 

    古文書、古書、重要文化財、行政文書 等 

（５）画像データの特徴 
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○関係機関のデータベース等との横断検索等の情報連携を積極的に推進 

 

○標準的な仕組みを導入、情報の相互利用性の向上 

 

○現状 

 ・データ連携のための仕組み 

   プロトコル    Z39.50, SRW, OAI-PMH 

   データ仕様  ダブリンコア・データセット（Dublin Core Data Set） 
 ・連携先： アジア歴史資料センター(JACAR)、国立情報学研究所（NII）、 

        国立国会図書館PORTA 

        岡山県立記録資料館、奈良県立図書情報館        等 

 

<dc> 

  <Identifier>御 30168100</Identifier>  

  <Title>日本国憲法・御署名原本・昭和二十一年・憲法一一月三日</Title>  

  <Date>1946</Date>  

  <Creator>内閣</Creator>  

  <Language>01:日本語</Language>  

  </dc> 

 （参考）Dublin Core Data サンプル: 「日本国憲法」（御署名原本）の目録データ 

（６）関係機関との連携強化 
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（参考） 多彩なデジタルコンテンツ 

（１）公文書にみる日本のあゆみ 

明治・大正・昭和期の日本の歴史上の出来事とそ
れに関連する公文書について、「年表」、「時間」、
「出来事」の3つの入口からたどりながらご覧いた
だけます。 

解説と共に、資
料のデジタル画
像が見られます。 
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（２）今月のアーカイブ 

当館所蔵資料の一部を掘り下げて紹介する月替わ
りのコンテンツです。詳しい解説があります。 

国立公文書館では、春と秋に、特別展示会を開
催しております。その内容を再構成し、デジタル
展示として、インターネットで提供しています。 

（３）デジタル展示 
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II．全国の公文書館等におけるデジタルアーカイ

ブ・システムの標準仕様書について 

１．全国の公文書館等のデジタルアーカイブ化、連携の必要性 

 

２．デジタルアーカイブ化、連携に向けた館の取組み 

 

３．デジタルアーカイブ・システムの標準仕様書について 
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○ デジタルアーカイブ化の対応状況に関するアンケート調査 

   （平成１７年４～５月、平成１８年６～７月、平成１９年１０月） 
 

○ 訪問調査 （平成１９年１２月～平成２０年２月） 
 

○ 全国の公文書館等におけるデジタルアーカイブ・システムの 

  標準仕様書案を作成（平成１９年度） 
 

○ パイロット・システムの構築を通じた実証試験を実施、 

  標準仕様書を確定するとともに、導入・運用マニュアルを作成（平成２０年度） 
 

○ 標準仕様書等に関する説明会を開催 （平成２１年度～）  

（１）デジタルアーカイブ化、連携に向けた館の取組み 
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全国の公文書館等のデジタルアーカイブ化の現状に関して 

全国の公文書館等のデジタルアーカイブ化の現状に関するアンケート調査結果概要
より。（全国の公文書館等50館、平成19年10月3日～22日実施） 

○所蔵資料のマイクロフィルム化及びデジタル画像化 

 

 ・「ほとんど進んでいない」との回答が多い。 

 

 

○インターネットによる情報提供の内容 

 

 ・ほとんどの館がホームページを公開（所蔵資料情報、展示会案内、 

  画像付資料紹介等を掲載）。 

 ・データベース等による目録情報や画像提供については、「一部を提供」 
  「提供していない」との回答が多数。 

 ・多くの館で、ホームページ上のデータベース、画像（文書、写真）、動画、 

  コンテンツ提供に向けた意向有。 
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C県 
（画像提供のみ） 

国立公文書館 

デジタルアーカイブ 

（目録データ、画像データの 

インターネット提供） 

E市 
（所蔵資料名のみ） 

A府 
（目録データ 

ベース） 
 

D県 

（紙目録のみ） 

国立公文書館デジタルアーカイブ 

・目録データ項目、記述内容が不統一 

・情報システムの規格が不揃い 

・そもそも情報化の実施レベルに差がある 

・各館のデータベースが 

相互利用されていない。 

B町 
（エクセル  

データのみ） 

現状のままでは、現在及び将来の 

国民の不利益となる。 

・国が進めるIT施策への対応が不十分 

・歴史公文書等に関する諸提言への 

 対応が不十分 

（２）全国の公文書館等のデジタルアーカイブ化、連携の必要性 

現 在 
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D県 

デジタルアーカイブ 

B町 

デジタルアーカイブ 

A府 

デジタルアーカイブ 

C県 

デジタルアーカイブ 

E市 

デジタルアーカイブ 

国立公文書館 

デジタルア－カイブ 

・情報の共有、相互利用が可能に 

・長期的な情報の保存・利用効率が向上 

・全国規模での導入コストの低減 

 

高度情報化社会における政府施策への対応 

歴史公文書等に係る諸提言への対応 

国民の利益、「グッド・ガバナンス」の実現 

標準仕様のデジタルア－カイブ・システムによる連携、ネットワ－ク化 

将 来 
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I デジタルアーカイブ・システム標準仕様 

  １ デジタルアーカイブ・システム標準仕様（標準仕様の考え方） 
  ２ システム構築概要図 

 

II  デジタルアーカイブ・システムの構築について 

  １ デジタルアーカイブ・システムの基本的な考え方 

  ２ 目録情報のデータ化 

  ３ 目録情報のデータベース化 

  ４ 資料のデジタル画像化 

  ５ インターネットにおける情報提供 

  ６ ハードウェア 

  ７ その他 

 

（３）デジタルアーカイブ・システムの標準仕様書について 

「標準仕様書」 目次 

【参照先】 
 国立公文書館ホームページ 

 ホーム > 法令・資料等 > 報告書・資料等 

 ◎調査研究報告書 

 デジタルアーカイブ 

 「全国の公文書館等におけるデジタルアーカイブ・システムの標準仕様書」（平成21年3月）(PDF) 

 <http://www.archives.go.jp/law/pdf/da_100118.pdf> 
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   Internet 

画像のデータ化仕様 
■保存用としてTIFF、公開用としてJPEG、PDF形式 

■保存公開両用としてJPEG2000形式をサポート 

■解像度は、一般的に普及している出力デバイスの解像度以上を推奨 

■画像色数の基準は、24ビットカラー以上、または白黒の文書であれば8

ビットグレースケール以上を推奨 

■非可逆圧縮の画質の基準は、画質劣化が視認できないレベルに保つこ
とを推奨 

一般利用者 

横断検索機能 

（情報発信） 

画像データの 

配信・閲覧機能 

生成 

更新 

目録データの 

登録・管理機能 

Ａ館 

Ｂ館 

Ｃ館 

目録情報のデータ化仕様 
■記述方式はISAD(G) 

■電子符号化はEAD/XML（
EAD2002） 
■データの階層構造は、移管元
組織等資料群階層を反映 

■文字コードはUCS-4 

■符号化形式はUTF-8または
UTF-16 

検索機能 

SRU/SRW 

（Z39.50） 

OAI-PMH 

HTTP 

閲覧業務関連機
能 

管理者（館職員等） 

外字出力 

閲覧請求 

ユーザ・インターフェース 

利便性向上のための検索 
■直感的なインターフェース 

■歴史公文書等の階層構造を表
現 

■階層を参照しながら情報検索が
可能 

■任意の項目を対象とした検索が
可能 

■全文検索及び複数条件での検
索が可能 

■辞書機能の搭載 

■画像データの閲覧 

■ユーザビリティ、アクセシビリティ
に配慮 

当
館 

管理用データベース 

（EAD/XML） 
■EAD2002 

■XMLデータ対応 

■UTF-8/16対応 

■CSV形式等データの
XML/EAD変換及び一括登
録機能 

■目録情報の個別登録・編集
機能 

■公開・非公開（一括・個別） 
■Webアクセス状況等統計
情報作成 

■バックアップ機能 

公開用 

データベース 

（EAD/ XML） 

 

画像データベース 
■画像データの一括・個別登
録・編集機能 

■公開・非公開（一括・個別） 
■目録データとの連携 

 

外字情報 

閲覧請求情報 

DublinCore 

メタデータ 
■横断検索に必要な
最小限必要な項目 

･ID（管理番号等） 
･年代（作成年度） 
･資料名（簿冊/件名） 
･作成者（部署名） 
･備考等（自由記述） 

業務機能 

（利用状況の把握） 

画像データ 

の登録・管理機能 

外字情報の 

登録・管理機能 

一括提供機能 

全文検索エンジン 

横断検索 

画像データ連携機能 
（画像データとのリンク） 

（「標準仕様書」 ４ページ、図１ システム構築概要図） 

 

 

 

概 要 図   


